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隣接個体法による低湿地性絶滅危惧種の生育環境把握

梅原 徹

環境設計株式会社

Studies　on　The　Habitat　of　Endangered　species　distributed　in　The　Lowland　marsh　by　Relev6

method　of　Corltact　Ind量viduaレgroup．　Tohru　UMEHARA（Kankyo　Sekkei　Co．　Ltd．）．　Papers　in

Commemorat重on　of　Pro£　1）r　　Shigetoshi　Okuda「s　獄etirement：Studies　on　the　Vegetation　of

Alluvial　Plalns，　141－146，　2001．

　　In　order　to　clarifソthe　habitat　of　endangered　species，　plant　individuals　grew　beside

OP配ogzossμ1ηπαη329αオα（㍉　　0ρ厄09♂ossμητPθ蕊ozα戯ηz　and　Sαんどαpzθ6θガαwere　studied　by

relev6　method　of　contact　individuaトgroup　proposed　by　Ohba（1984）．　The　micro　habitat　of

Opん‘ogZoss昆η1ηαηzegα亡α2　considered　more　wet　places　than　Op厄ogZossμ1ηpθ翻oZα加ノη　in

which　it　was　growing　at　the　same　area　of　the　riverine　bed　of　The　Yodo．　But　two

OpんめgZossωητ　species　seerns　to　belorlg　the　same　phytosociologicai　association　Galio－

Miscanthetum　sacchari月ori．　The　plants　grew　beside　Sα1ひ1αpZεわe乞αwere　almost　annual　and

alien．　So，　the　haま）itat　of　SαZ涯αP♂θわε‘αseerned　to　be　d童sturbed　repeatedly　by　nood　in　the

natural　condition．只elev6　method　of　contact　ind1vidual－group　is　useful　to　know　the　habitat

of　species　and　to　judge　the　prosession　to　the　plant　communities．

Key　words：endaagered　species，　habitat，

contact恥dividuai－group，　Salvia　plebe童a．
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は　じ　め　に

　低湿地は絶滅危惧植物が集中的に分布する代表的環境

である，1989年，日本ではじめてのレッドデータブック

（我が国における保護上重要な植物種および植物群落の

研究委員会植物種分科会1989）に，保護を必要とする

種が集中する環境のひとつとして利根川沿いの河岸原野

がとりあげられて以来，低湿地は一般の注意をひくよう

になり，琵琶湖・淀川水系（梅原・栗林1991），木普三

川（愛知県植物誌調査会1996）などの大河沿いの原野

にも絶滅危惧種が集中的に分布することが知られるよう

になった．藤井Gg99）はいくつかの地方版レッドデー

タブックから生育環境瑚の危険度を求めたが，水湿地，

河岸，草地などがもっとも危険な環境と評価している．

　こうした環境に生える代表的な種には利根川沿いに國

有，もしくは準固有のトネハナヤスリ，タチスミレ，エ

キサイゼリ，シムラニンジン，ハナムグラがある．これ

ら以外に各地の低湿地に共通してみられる種には，ホソ

バイヌタデ，ヌカボタデ，ヤナギヌカボ，ノウルシ，タ

コノアシ，フジバカマ，ミゾコウジュなどがあり，いず

れも維管束植物のレッドデータブック（環境庁［編］

2000）に掲載されている．

　絶滅危惧種の保護には生育環境の保全が重要だが，場

の保全に加えて，“状態の保全”（梅原玉999）を考える

必要がある．たとえば，河川の増水によって氾濫原にで

きる轡型跡地に発達するさまざまな草地に依存的な植

物，いわゆる“原野の植物”は，ダムの建設や河川改修

によって擁乱がおこらなくなり，生育可能な立地がくり

かえし再生されるという機構が失われた結果絶滅に瀕

している（倉本1995，梅原1996）．生育可能な立地の

再生機構の構築が，状態の保全策である．

　状態の診断には，絶滅危惧種を含む植物群落について

の知識が不可欠である．しかし，絶滅危惧種のすべてが

植物群落として認識しやすい状態で見られるとはかぎら

ない．たとえば，春植物のトネハナヤスリが確認しやす

い時期には，他の植物はほとんど葉を展開していない，

また，ミゾコウジュは河川敷の踏みわけ道に沿って生え

たり，土木的に造成されたばかりの替地的環境に散生し，

植物群落として調査しがたい状態で生育している場合が

多い．

　こうした場合の調査に，植物社会学的調査法をそのま

ま適用するのは難しい．そこで，隣接個体法（大場1984，

菅原1985）によって絶減危惧種の生育環境を把握する

ことを試みた．

　隣接個体法の英訳を教えていただいた大場達之先生に

お礼申しあげる．

、調　査　方　法
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表1。　トネハナヤスリとコヒロバハナヤスリの共存種

調査区番号
種名／出現種数 留讐ぽ18翌凸角ぎ㌘耳￥7『7ワ㌘㌢智㌘讐lll11；llll㌢
トネハナヤスリの共存種

Ophiogrossum　nanlegatae　　　　トネハナヤλリ

Cardamine魏exuosa　　　　　　タネッケ’ベナ

Phragmitesコustralis　　　　　　　ヨシ

Humulusjaponicus　　　　　　　　寿ナムク．ラ

コヒ日ハハナヤスリの共存種
Ophiogiossum　petioiatum　　　　コヒロ’、ハナヤスlj

Miscanthus　sacchariflor睡s　　　オギ

SGutellar；a　dcpenゴens　　　　　　ヒメナミキ

その他の種
Solidago　a陵iss｝ma　　　　　　　　セイタカアワタ「チソウ

Lamium　a期piexicauie　　　　　　ホトケノザ

Bothriospermum　teRelhm　　　八ナイハ’ナ
Cayraヒiajaponica　　　　　　　　　　　ヤフ「カ，ラシ

Veronica　peregrina　　　　　　　ムシウサ

Brassigajuncea　　　　　　　　　セィヨウカラシナ

Euphorbia　adenochlora　　　　　　ノウルシ

Carex　dispalata　　　　　　　　　カサスケ’

Ste薙aria　alsine　var，ur毒dulata　　　ノミノフスマ

Cnanchum　s口bianceolatum　　コハ’ノカモメヅル

質1「2「2「3姿2「1…「13「2「11「2「2「3’135

　　　　2　　　　　　　董　　　　1
　　2　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　3　　1　2

「12「3「C2「P3「 P2

　；111

3　　3　　3
3

2

1

2

133332　331
§

1　　1
2

「2「 P2

ｹ3「2目5葱35
　3　　3　　3　　1　　　　2　　　　　　3

1　　1　　1
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3

3

3　　3　　3　　3　　3　3

　3　　　　3

1

2

障O．；一2G（1995、4，29＞，晦31～40（1996．5．2）大阪府下淀lli

みわけがあると考えられたので，コヒロバハナヤス．りの

共存種も同様に調査した．

　現地調査では上記3種の個体を無作為に選び，中心個

体（r）とした．rに隣接して生育する種を調べて書き

あげ，rより三度の小さな種の量は1，同程度なら2，

大きな被度の種は3として記録した．中心個体と同種が

ほぼ同じ発令で隣接する場合の記録は，r・2となる．

　調査区数はトネハナヤスリが20，コヒロバハナヤスリ

が10，ミゾコウジュが12の計42である．

調　査　結　網

図1．淀川におけるトネハナヤスリの生育状況
　　　（1996．　4．　26）

　隣接個体法は1980年の鑓本植物学会議45回大会で，

大場達之，菅原久夫の両氏によって提案された方法で，

詳しい調査法は大場（1984）と菅原（1985）に記述さ

れているが，適用例の報告は多くない．梅原（1993）は

大学生の生態学実習に隣接個体法による雑草群落調査を

試み，一般の群落調査に比べて調査区を機械的に決めう

る点で，経験の少ない学生にとってとりくみやすく，実

習の方法として優れているとした．また，細かな環境が

モザイク状にいりまじり，群落の境界が定めにくい場合

に，群落の中核的組成を把握する方法としても優れてい

ると考えられる．

　1995年から1996年にかけ，淀川水系の河川敷で環境

庁［編］（2000）に絶滅危惧種IB類とされているトネ

ハナヤスリと，準絶滅危惧種とされているミゾコウジュ

の共存種を隣接個体法で調査した．前者はヨシを主とす

る高茎草原の火入れ跡に，後者は災害復旧のための土木

工事による撹乱跡地に生育していた．また，トネハナヤ

スリの生育する河川敷には近縁種のコヒロバハナヤスリ

も生育していた，2種の混生は見られず，近縁種間です

1．八ナヤスリ類の共存種

　表1にトネハナヤスリとコヒロバハナヤスリの隣i接個

体調査結果を，組成表の様式にまとめた．調査時期のト

ネハナヤスリの生育状況を図1に示す．

　調査区あたりの出現種が比較的少数に限られるので，

群落区分種に相当する種の常在度は低いが，トネハナヤ

スリの共存種にはタネツケバナ，ヨシ，カナムグラが，

コヒロバハナヤスリの共存種にはオギ，ヒメナミキが特

徴的である．

　淀川におけるトネハナヤスリの生育立地はコヒロバハ

ナヤスリのそれに比べ，ヨシやタネツケバナなどが多い

ことが示すように，より水保ちのよい土壌条件下にある

と考えられる．現地における観察でも，コヒロバハナヤ

スリの生育環境はトネハナヤスリのそれに比べ，土壌は

より砂質で，乾燥ぎみである．ただし，トネハナヤスリ

はヨシが多く，夏以降は櫃観的にヨシ優占群落となる場

所に生育しているものの，増水による冠水を受けなく

なって久しい，ヨシ群落としてはもっとも乾いた条件下

にあり，1年をとおして地表に停滞水は見られず，ぬか

るみもない．
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表2．　ミゾコウジュの共存種

調査区番胃
種名／出現種数

29　　21　　23　　24　　25　　26　　27　　28　　22　　30　　41　　42

4555555577813
Saivia　plebela　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミソ’⊇ウシ’ユ

Trifolium　dublum　　　　　　　　　　　　　コメツプツメクサ

Cyperus　eragrostis　　　　　　　　　　　　　　　　メリケンカ“ヤツリ

Polypogon　fugax　　　　　　　　　　　　　　　　ヒエカ’エリ

Poa　trMa【is　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ’オスス’メノカタヒ’ラ

Glycine　max　ssp．s切a　　　　　　　　　　ツルマメ

Lolium　mu【ti畜【orum　　　　　　　　　　　　ネスφミムキ’

Briza　minor　　　　　　　　　　　　　　　ヒメコパンソウ

Kummerowia　striata　　　　　　　　　　翁ヤハス’ソウ

Carex　rleurocarpa　　　　　　　　　　　　　　　ミコシカ’ヤ

Beckmannia　syzlgachne　　　　　　　　　ミノコメ

CQnyza　sumatrensis　　　　　　　　　　　オオアレチノギク

Ce「astfurn　giomeratum　　　　　　　　　　オランダミミナグサ

Vuipia「ny目「os　　　　　　　　　　　　　　　ナギナタカ●ヤ

Gentauriurn　pulcheUum　　　　　　　　　　ハナハマセンブリ

Bromusjaponicus　　　　　　　　　　　　スス’〃チャヒキ

Sisyrinchlum　atbntlcum　　　　　　　　　ニワセ’キショウ

Stenactis　annuus　　　　　　　　　　　　　　　ヒメジョオン

Rumex　congbmeratus　　　　　　　　　　アレチギシギシ

Sedum　bulbiferum　　　　　　　　　　　　コモチマンネンゲサ

Capselb　bursa－pastoris　　　　　　　　　　ナス’ナ

Elymus　tsukushiensis　var．transiens　　　カモシ’ゲサ

Rumexjaponicus　　　　　　　　　　　　　　キ●シギシ

Brassicajuncea　　　　　　　　　　　　　　　セイヨウカラシナ

Cardamine　fiexuosa　　　　　　　　　　　タネツケハ’ナ

Trigonot｝s　peduncubris　　　　　　　　　　　キュウリク’サ

Grlaphaliumjaponicum　　　　　　　　　　チチコグサ

Sonchus　o【eraceus　　　　　　　　　　　　　ノケ’シ

Alternanthera　nodiflora　　　　　　　　　　　　ホソ’ベツルノケφイトウ
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図2．　ミゾコウジュの共存種の樵格

図3．土木的に擬乱された桂川河川敷のミゾコウ

　　　ジュの生育環境（1992．7．30）

2．ミゾコウジュの共存種

　表2はミゾコウジュの共存種の調査結果である．ミゾ

コウジュを除く共存種28種の性格を図2に示す．共存種

のうち20種が短年生草本，多年生の半地中植物が8種で

あった．また，帰化植物が半数の14種にも及ぶ．

　生育環境は前年に土木工事によって擬乱された高水敷

で，遠望すれば裸地がめだち，調査時には優占種のあき

らかな群落は発達していなかった（図3）．

考 察

1．絶滅危惧植物の生育環境と従属する群落型の推定

　1）トネハナヤスリ（Op厩og♂oss砿ηz　lzαη泥gα厩2

　　Nishida　et　Kurita）

　トネハナヤスリは利根川流域と淀川の河岸原野に限っ

て分聴する稀なシダ植物で，早春，ヨシやオギなど，高

茎多年生草本が地表を覆う前に成長して胞子を散布し，

夏前に地上部が枯れてしまう典型的な春植物である．原

野に生える植物で類似の生活様式をもつ種にはノウルシ

があり，淀川でも岡一地域に分冷している，

　一方，コヒロバハナヤスリは河岸原野にかぎらず，丘

陵地の裸地にちかい造成跡地や墓地など，比較的幅広い
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開放的環境に生える．また，春にかぎらず，秋にも見ら

れる．京都市を流れる宇治川の一部には，オギが優占す

る群落の下層にコヒロバハナヤスリの多い場所があり，

ここでは春のほうがはるかに多いが，秋にも点々とみら

れる．

　大場ら（1995）は利根川・荒川の氾濫原を特徴づける

シムラニンジン，ノカラマッ，ノウルシ，コキツネノボ

タン，ハナムグラ，アリアケスミレなどが生育する種類

組成の豊かなオギ優占群落を，奥田（1978）が河川沖積

地に特徴的に出現する種群を標徴種としてオギ群集

（Miyawaki・Okuda　i　g72）から分離したハナムグラー

オギ群集と考え，トネハナヤスリもこの群集の標徴種と

してよいとしている．梅原ら（1991）は琵琶湖・淀川水

系のオギ儂i占群落を奥田（1978）の関東平野の資料と総

合常在度表で比較し，分布が関東平野に濃密な種以外の

コウヤワラビ，アリアケスミレ，ノウルシなどを標徴種

として，ハナムグラーオギ群集が淀川水系にも分布する

とした．この時点では淀川のトネハナヤスリを含む群落

調査資料は得られてやなかったが，ノウルシ，コウヤワ

ラビが出現することから，トネハナヤスリ生育地のオギ

優占群落は，ハナムグラーオギ群集に含めている．

　前述のように，淀川のトネハナヤスリはオギよりヨシ

との結びつきが強い．しかし，梅原ら（199Dの付表3

に見るように，ハナムグラーオギ群集は他の種類組成の

貧弱なオギ優i占群落に比べ，ヨシの常在度がきわだって

高い．トネハナヤスリはオギ優占群落のなかでも，水分

条件にめぐまれるハナムグラーオギ群集に分布の中心を

もっと考えられる．

　現在のところハナムグラーオギ群集は利根川水系と淀

川で確認されているにすぎない（奥田至996）が，木曽

川水系にも，ハナムグラ，シロバナタカアザミなどを含

む種類組成の豊かなオギ優占群落があり，これらもハナ

ムグラーオギ群集に含まれる可能性が高い．なお，シロ

バナタカアザミはタカアザミの単なる白花三種ではな

く，堀内G998）が述べているように，河川氾濫原に適

応した独立性の高い分類群と考えられる．奥田（1978）

のハナムグラーオギ群集ヌマトラノオ亜群集の識別種と

されているタカアザミは，シロバナタカアザミの可能性

が高い．

　2）ミゾコウジュ（Sαんεαμθわε∠αRBr．）

　ミゾコウジュは河畔の蝿乱跡地に先駆的に生える種

で，埋土種子が永続的なシードバンクを形成する（今橋・

鷲谷1996）．淀川の調査地では土木工事による地表の撹

乱が，河川の増水による撹乱の肩代わりをした結果，埋

土種子の発芽に必要な環境が形成され，生育しえたもの

と考えられる．

　植物群落として認識しがたい生育状態を示し，なおか

っ共存種の大半が帰化植物であることから，ミゾコウ

ジュが本来，どのような群落に分布の中心をもつかの推

定はむつかしい．ミゾコウジュはロゼットで越冬し，ふ

つう翌年の初夏に三二して開花する．在来の植物でミゾ

コウジュと共存率の高い種のなかから，同時季に河岸の

二二跡地に先駆的な群落を形成する可能性が高い植物を

探すと，ヒエガエリとミコシガヤが残る．現在のところ

具体的なデータは得られていないが，宇治川高水敷の撹

乱跡地で，ミゾコウジュの点在するミコシガヤの優占群

落を見たことがあるので，ミゾコウジュは短年生から多

年生草本群落への移行期の群落に分布の中心をもつと考

えられる．

2．隣接個体法の有用性

　隣接個体法は群落として調査しがたい状態で生育する

植物が，本来，どのような植物群落に従属するかを知り

たい場合にも有用である．絶滅危倶種の保護には，その

生育環境を知ることが必要である．生育環境を総合的に

反映した結果として植物群落があると考えられるので，

絶滅危倶種がどのような植物群落に従属的かを知ること

ができれば，絶滅危惧種の保護を群落レベルで考えるこ

とができる．しかし現実には絶滅危三種が群落として認

識できない状態で生育する場合も多い．そうした場合，

隣接個体法によって絶滅危惧種の共存種を知ることがで

きれば，共存種の性格から本来，分布の中心となる群落

を推定することができる．

　絶滅危惧種には複数の群落型にまたがって出現する例

がある．たとえぼ，低湿地性絶滅危惧種のタコノアシは

カンガレイ群落，サンカクイーコガマ群集のような泥湿

地の疎生的群落に少量含まれることが多いが，時として

優占群落を形成する．タコノアシが永続的な土壌シード

バンクを形成し（今橋・鷲谷1996），擬乱跡地に優占群

落を形成する（梅原ig99）ことから，奥田（ig94・

1996）にはタコノアシ群落，オオクサキビーヤナギタデ

群集タコノアシ植分として優占群落が報告されている．

また，木曽三川の下流域には，水際の日常的水位変動帯

に，タコノアシが狭い帯状に群落を形成している．

　絶滅危惧種がどのような群落に分布の中心をもつかを

知るためには，断片的な群落も含め，絶滅危惧種が生育

する多くの二分で資料を得る必要があり，そうした場合

にも，隣接個体法は有効な調査法といえる．
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